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　コンプライアンスとは、法令や行内ルールに加え、社会的に望ましいと認められる行動基準である社会規範をも遵守
することです。経済の根幹である信用秩序を守るという銀行の公共的な使命を考えますと、いかに競争が激化するなかに
あっても、またルールが複雑・多岐にわたるものであっても、ルールを逸脱した行為は社会からの信頼を裏切ることであ
り、銀行自体の経営基盤を揺るがすことにもなりかねません。
　当行ではこのような認識のもと、「高いコンプライアンス意識の確立」を経営の最重要課題として位置づけ、取締役会
が制定した「コンプライアンス基本方針」に沿って、健全で透明性の高い経営の実現を目指しています。

　経営層によるコンプライアンス・オペレーショナルリス
ク会議を設置し、コンプライアンス体制の整備・強化の
ための協議を通じて、コンプライアンスの徹底を図って
います。
　また、リスク統括部を「コンプライアンス統括部署」と
位置づけ、コンプライアンスに関する問題の一元管理及
びこれに関する調査・指導を行い、全部店に配置している
「コンプライアンス責任者」と連携してコンプライアンス
重視の風土醸成に努めているほか、コンプライアンスを
徹底するための具体的な実践計画として、毎年度、取締
役会で「コンプライアンスプログラム」を策定し、組織体
制の整備・研修などを実施しています。
　また、行内に内部通報窓口を設置し、万が一不適切な
事象が発生した場合には速やかに報告・対応する体制を
整備しています。
　なお、当該体制の状況につきましては、取締役会で定
期的に検証しています。

　取締役会の承認を経て制定している「コンプライアン
スマニュアル」は当行のコンプライアンス基本方針及び体
制について解説した「総論」、具体的な局面ごとの考え方
や行内手続きを定めた「コンプライアンス行動基準」の2
部にて構成されており、全役職員に周知し、日常における
判断や行動の前提として徹底を図っています。

　当行は、取締役会が制定した「反社会的勢力に対する
基本方針」を遵守し、当行に対する信頼を維持し、業務
の適切性及び健全性の確保に努めます。
　なお、この取組みの一環として、普通預金規定などに
「暴力団排除条項」を導入し、相手方が反社会的勢力であ
ることが判明した場合には警察などの外部機関と連携し
て速やかに当該取引を解消することとしているほか、警
察などの外部機関とも連携しながら反社会的勢力の情
報を収集し、取引開始時の該当性チェックの徹底により
取引防止に努めています。
　また、グループ企業についても、当行と同様の取組みを
進めています。

1. 社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に
対し、毅然とした態度で関係を遮断します。

2. 社会的良識を備えた企業市民としての行動規範を
遵守し、反社会的勢力との接点を排除します。

3. 反社会的勢力による不当要求等に対しては、外部
機関と積極的に連携しながら組織として対応し、こ
れを拒絶します。

1．法令および行内規程等を十分理解し遵守する
　 　業務に必要な関係法令や行内規程等の理解を深め
るとともに、何が社会規範であるかを常に意識し、コン
プライアンスを実践していきます。

2．八十二銀行の一員として、常に良識ある行動をする
　 　 地域社会の発展や公共の利益に深く関わる業務に
携わるものの一員として、一人ひとりが常に社会の常識
に基づき、自分を律していきます。

3．自分がとるべき判断・行動に迷ったときには、す
べての役職員は、八十二銀行の利益よりも法令・
社会規範等を優先させる

　  　公正な企業活動を徹底するために、八十二銀行の利
益と、コンプライアンスに適う行動とが相反する場合
には、法令や社会規範等を優先させます。

コンプライアンス基本方針

反社会的勢力に対する基本方針

体制

コンプライアンスマニュアル

反社会的勢力に対する取組み

コンプライアンスへの取組み
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　当行は、以下の方針や取組みにより、お客さまの財産・情報・その他の利益の保護及びお客さまの利便性の向上に
努めています。

※「金融商品・サービス勧誘方針」につきましては、ホームペー
　ジで公表しています。

　経営層によるコンプライアンス・オペレーショナルリスク
会議を設置し、お客さま保護に関する体制の整備・強化の
ための協議を通じて、お客さま保護の徹底を図っています。
　また、リスク統括部を「お客さま保護に関する統括部署」
と位置づけ、各業務部門における商品・サービスのお客さま
へのご説明、お客さまからの苦情・相談・要望の受付と対応、
お客さま情報の管理、外部委託先の管理、利益相反管理に
関して、適切かつ十分な管理を行っています。
　なお、当該体制の状況につきましては、取締役会で定期
的に検証しています。

　当行がご提供するすべての金融サービスについて、お客
さまにご納得いただいたうえで最適なサービスをお選びい
ただくため、適切かつ十分なご説明が行えるよう職員の研
修・教育に取組んでいます。

　特に、投資信託・外貨預金・個人年金保険など、元本割
れリスクなどがある商品につきましては、お客さまにご理
解いただく事項を定め、わかりやすくご説明することを徹
底しています。また、当該状況につきましては本部でモニ
タリングし、必要に応じて改善を図っています。

　お客さまからの苦情・相談・要望につきましては真摯に
受止め、再発防止及び改善に取組んでいます。また、その
内容はすべて本部に集約し、役職員共有のうえ、お客さま
にご満足いただける金融サービスをご提供するため職員
の研修・教育などに取組んでいます。
　また、お客さまのご意向に応じて、中立・公正な第三者
機関の関与により紛争を解決する裁判外紛争解決制度（金
融ＡＤＲ制度）をご紹介し、当該制度を介した苦情・紛争
解決にも取組んでいます。

お客さまの保護等に関する方針

体制

商品・サービスのお客さまへのご説明

お客さまからの苦情・相談・要望への取組み

1．お客さまとのお取引に際しましては、「金融商品・
サービス勧誘方針」を遵守するほか、与信取引等に
おいても、取引・契約の内容等について、適切かつ
十分な情報提供と説明を行います。

2．お客さまからの相談、苦情等につきましては、お客
さまの声を真摯に受止め、公正・迅速・丁寧に対応
し、お客さまの正当な利益が守られるよう適切か
つ十分なサポートに努めます。

3．個人のお客さま情報につきましては、「個人情報保護
宣言」に基づき、また、法人等のお客さま情報につい
ても、個人のお客さま情報に準じ適切な保護に努め
ます。

4．お客さまとのお取引に関連して、当行の業務を外
部委託することにつきましては、お客さまの情報の
管理やお客さまへの対応が適切に行われるよう外
部委託先を管理いたします。

5．利益相反のおそれのあるお取引を適切に管理し、
お客さまの利益を不当に害することのないよう業
務を遂行いたします。

　当行では、お客さまからお預かりした個人情報を当行の
大切な財産と考え、「個人情報保護宣言」に基づき厳格に
管理しています。

　お客さまとのお取引に関連して、当行の業務を外部委
託する場合には、お客さま情報の管理やお客さまへのサ
ービスのご提供などが適切に行われるよう、外部委託先
の状況を立入等により定期的に確認し、監督しています。

　お客さまとの取引に際しましては、「利益相反管理方針」
に基づき、お客さまの利益を不当に害することのないよ
う業務を遂行していきます。
※「利益相反管理方針」の概要につきましては、ホームページで公
　表しています。

個人情報保護への取組み

外部委託管理への取組み

利益相反管理への取組み

※「個人情報保護宣言」につきましては、ホームページで公表し
　ています。

連絡先：全国銀行協会相談室　
電話番号：0570-017109又は
　　　　　03-5252-3772

連絡先：信託協会信託相談所　
電話番号：0120-817335又は
　　　　　03-6206-3988

■当行が契約している指定紛争解決機関
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お客さま保護のための取組み




